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NEWS

第16回市町村対抗ジュニア駅伝競争大会

　２月19日、第16回市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開催され、県内各市
町代表29チームとオープン参加17チームが出場し、10区間（21.1キロ）を競い合
いました。　
　みなべ町は第11位（１時間13分24秒）でゴールしました。
　＊オープン参加チームの記録は順位に含まれません。
みなべ町選手団 〔敬称略〕
■団　長　尾田真次　■監　督　東 司
■コーチ　清水昭男、山下浩昭、片山清範、田中信弘、林優、沖見直哉、磯崎春香、内中さつき、桂有希、沖見史哉、 
　　　　　草分風花、竹中幸一、清水梨穂
■選　手
〈小学生男子〉上田海輝、瀧谷陽斗（南部小６年）、﨑山凜、清水快音（上南部小６年）、山本陽介（岩代小６年）
〈小学生女子〉橋本日菜子（高城小５年）、植野妃奈（上南部小６年）、築山実波（南部小６年）、早田衣吹（清川小６年）、
　　　　　　 森川ほのか（岩代小６年）
〈中学生男子〉坂内佑磨（高城中２年）、三尾倖平（南部中２年）、清水友登（上南部中３年）、土井華奈人（高城中３年）、
　　　　　　舩本佑哉（南部中３年）
〈中学生女子〉中本ひらり、前岩佑奈（南部中２年）、尾﨑美友、石大怜奈、田畑愛梨（南部中３年）

第13回町内夜間男女混合ソフトバレーボール大会

　２月22日、上南部小学校・上南部中学校体育館で町内夜間ソフトバ
レーボール大会が開催され、16チーム、約130人が参加し、さわやかな
汗を流しました。
　大会の結果をご報告します。優勝は 久しぶりチーム、準優勝 りある
チーム、第３位 ウメタチームです。
　優勝チームのメンバーは、次の皆さんです。田野弘文、田野三紀子、
林いずみ、硲小四郎、亀山栄美子、亀山実奈子、松本崇、中松常晃、
関本卓也〔敬称略〕 優勝   久しぶりチーム
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梅の効能研究報告会

　３月11日、ふれ愛センターで梅の効能研究報告会が開催さ
れ、約100人が出席しました。
　当日は、和歌山県立医科大学准教授の宇都宮洋才先生、
助教の河野良平先生、和歌山工業高等専門学校准教授の
奥野祥治先生をお迎えしました。
　梅には疲労改善効果や抗肥満効果、がん予防効果、運動
能力の向上（運動継続時間が延長）効果などがあるというお
話を聞きました。出席者は熱心に聞き入っていました。
　くわしい内容は、次号に掲載します。

鶴の湯温泉で薪ボイラーの火入れ式

　２月19日、「鶴の湯温泉」施設でみなべ川森林組合や地元
の方などが出席して薪ボイラーの火入れ式が行われました。
　薪ボイラーは、町が国の交付金を活用して２基を導入し、露
天風呂の加温のために使用します。
　燃料の薪は、林業関係者から雑木や間伐材を買い取った
みなべ川森林組合が供給します。雑木等を買い取ることによ
り、森林資源を循環させ森林保全や地域活性化につながるこ
とを願っています。

清川保育所でひな祭り会 

　３月３日、清川保育所（園児12名）で、ひな祭り会が行われま
した。
　清川保育所には、ひな人形がないため、年中・年長児さん
で風船を膨らませた後、和紙を貼って一生懸命にひな人形を
作ったそうです。
　先生から、ひな祭りは女の子が元気で成長してくれますよう
にとお願いする日ですというお話を聞いた後、紙芝居を見た
り、ひな祭りの歌を歌って楽しい時間を過ごしました。
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軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在
、原
動
機

付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課
税
制
度
が
な
い
た
め
、

４
月
２
日
以
降
に
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
で

も
、そ
の
年
度
１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

■
納
付
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、５
月
１
日

（
月
）で
す
。４
月
中
旬
ご
ろ
、納
税
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。

　
納
付
は
、金
融
機
関
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。金
融
機
関
の
口
座
か
ら
の
振

替
も
、５
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　
　
　
　
５
月
１
日
で
す

　

固
定
資
産
の
縦
覧
と
閲
覧
が
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
は
、生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
方
、又
は
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

等
が
所
有
し
て
使
用
す
る
場
合
、納
期
限
の
７
日
前

（
４
月
24
日
）ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
で
、減
免
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

【
縦
覧
制
度
】

　
み
な
べ
町
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
て
、

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
限
り
、町
内

の
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
自

分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
判
断

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、次
の
と
お
り
固
定
資
産

の
縦
覧（
見
る
）期
間
を
も
う
け
ま
す
。

■
期
間・時
間

　
４
月
３
日（
月
）〜
７
月
31
日（
月
）（
土・日・祝
日

を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
縦
覧
で
き
る
方

　
納
税
者
本
人
、ま
た
は
本
人
の
委
任
を
受
け
た
方

（
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

【
閲
覧
制
度
】

　
納
税
義
務
者
は
、固
定
資
産
課
税
台
帳
に
お
い

て
、自
分
の
資
産
に
つい
て
記
載
さ
れ
た
部
分
の
み
確

認
で
き
ま
す
。ま
た
、借
地
人・借
家
人
は
、使
用
ま

た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
、課
税
台

帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

■
期

　間
　

　
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日
ま
で（
土・日・祝
日

を
除
く
）

〔
縦
覧
及
び
閲
覧
場
所
〕

　
役
場
１
階
　
税
務
課

※

各
税
金
に
つ
い
て
、く
わ
し
く
は
税
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ
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学
生
の
み
な
さ
ん
へ

国
民
年
金「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

　
平
日
の
時
間
内
に
役
場
へ
来
庁
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、毎
週
木
曜
日

（
年
末
年
始
、祝
日
を
除
く
）の
午
後
７
時
ま
で
、「
住

民
票
の
写
し
」、「
印
鑑
登
録
証
明
書
」、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
木
曜
日
の
時
間
外
に
交
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、必
ず

事
前
予
約（
木
曜
開
庁
日
の

午
後
５
時
15
分
ま
で
）を
お

願
い
し
ま
す
。

　　
平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額
１
万

６
４
９
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
４
月
上
旬
に
、平
成
29
年
度
の「
国
民
年
金
保
険

料
納
付
案
内
書
」が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。保
険
料
は
、金
融
機
関
や
郵
便
局
、コ
ン
ビ

ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

　
送
付
さ
れ
る
納
付
書
は
、各
月
分
の
納
付
書
の
ほ

か
、割
引
の
あ
る
１
年
前
納
や
６
か
月
前
納
の
納
付

書
も
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

木
曜
日
、時
間
外（
要
予
約
）の

　「
住
民
票
の
写
し
」な
ど
の
交
付
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
国
民
年
金
保
険
料

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

「
行
政・人
権
」相
談
は

　
　
　
　
　
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

　
学
生
の
皆
さ
ん
も
、20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
、保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
で
、国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、申

請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
に
つ
い
て

　
承
認
期
間
は
、申
請
し
た
年
度
の
４
月
か
ら
翌
年

の
３
月
ま
で
で
、申
請
は
毎
年
度
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
20
歳
を
迎
え
た
時
は
、住
民
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。申
請
に
は
、確
認
書
類
と
し
て
学
生
証

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
前
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方

　
平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
、平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、３
月
末
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請

は
が
き
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
返
送
す
る
こ
と
で
、継
続
申
請
と
な
り
ま
す
。

■
承
認
要
件
等

◆
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
、１
１
８
万
円
以
下

　
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、受
け
取
る

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
追
納（
後
払
い
）は
、10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、遡
って
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、２
年

以
上
経
過
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、一
定
の
金
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。な
お
、追
納
す
る
場
合
は
、田
辺
年

金
事
務
所
へ
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　　
町
で
は
、毎
月
１
回
、役
場
と
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

（
隔
月
交
代
）で
、午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

ま
で
、行
政
相
談
員
に
よ
る「
行
政
相
談
」と
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る「
人
権
相
談
」を
行
な
っ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
開
催
日
は
、町
の
広
報
紙

「
く
ら
し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。町
内
一斉

放
送
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
申
請
を
し
な
い
で
、保
険
料
を
未
納（
納
付

し
な
い
）の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
、万
が一の
事

故
や
病
気
の
際
に
障
が
い
が
残
っ
て
も
、障
害
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　
健
康
診
査・歯
科
健
康
診
査
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在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
は
、障
が
い
が
あ
り
自

宅
で
生
活
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
月
額
４
０
０
０
円
、９
月
と
３
月
に
半

年
分
ず
つ
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　
20
歳
以
上
で
、１
年
以
上
み
な
べ
町
に
住
ん
で
お

り
、福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
、次
の
①
〜
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
の
い
ず
れ
か
を

　
持
って
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ・Ｂ
の
い
ず
れ
か
を
持
って
い
る

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
〜
３
級
の
い

ず
れ
か
を
持
って
い
る

■
受
給
制
限 

　
所
得
制
限（
73
万
１
３
０
０
円
以
下
）が
あ
り
ま

す
。

（
例
　
国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金
１
級・２
級
の
い

ず
れ
か
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、年
金
額
が
制
限
額

を
超
え
る
の
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

■
申
請
に
つ
い
て

　
こ
の
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る
が
、ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
と
い
う
方
は
、右
記
の
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
、印
鑑
、国
民
年
金
な
ど
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
年
金
支
払
い
通
知
書
な
ど
を
持
って
、

住
民
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
す
で
に
申
請
を

済
ま
せ
て
い
る
方
は
結
構
で
す
）

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
保
険
料
軽
減
措
置
が
変
更
さ
れ
ま
す

　
生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
の
た
め
、健
康
診

査・歯
科
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。対
象
の
方

に
は
、５
月
下
旬
に
受
診
券
を
直
接
お
送
り
し
ま
す

（
受
診
券
発
行
の
申
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

■
受
診
期
間
　
平
成
29
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
２
月
28
日

■
受
診
場
所
　
受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表
に
記

載
し
て
い
る
医
療
機
関

■
自
己
負
担
額
　
い
ず
れ
も
無
料

■
持
ち
物
　
保
険
証
、受
診
券
、受
診
票（
問
診
票
）

【
健
康
診
査
】

●
検
査
項
目
　

〔
基
本
〕問
診
、計
測（
身
長・体
重・Ｂ
Ｍ
Ｉ
、血
圧
）、

診
察
、血
液
検
査（
脂
質・肝
機
能・代
謝
）、検
尿
　

〔
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
へ
の
追
加
〕貧
血
検

査
、心
電
図
検
査
、眼
底
検
査

○
す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る
方
は
、受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で
定
期
的
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、主
治
医
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
歯
科
健
康
診
査
】　

●
対
象
者
　
平
成
28
年
度
中
に
75
歳・80
歳・85
歳・

90
歳
以
上
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方

●
健
診
項
目

　
問
診
、口
腔
診
断（
歯
の
状
態
・
歯
周
組
織
の
状

況・口
腔
衛
生
状
況・噛
み
合
わ
せ・口
腔
乾
燥・粘
膜

の
異
常
）、口
腔
機
能
検
査（
噛
む
能
力・舌
機
能・嚥

下（
飲
み
込
み
）機
能
）

　
健
康
診
査
及
び
歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て
、く
わ

し
く
は
、和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
℡
０
７
３
|
４
２
８
|
６
６
８
８
）へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
軽

減
措
置
が
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
及
び
平

成
29
年
度
保
険
料
は
、

等
し
く
負
担
し
て
い
た

だ
く
均
等
割
額（
４
万

４
１
７
７
円
）と
、所
得

に
応
じ
て
決
ま
る
所
得

割
額（
８・93
％
）の
合
計

額
で
す
。所
得
の
少
な
い

方
な
ど
に
軽
減
措
置
が

あ
り
、そ
の
措
置
が
下

記
の
と
お
り
変
更
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、均
等
割
の
５
割
軽
減
、２
割
軽
減
の
対
象

が
拡
大
さ
れ
、９
割
軽
減
、８・５
割
軽
減
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

13

平成28年度

平成29年度

5割

2割

9割

7割

年度 所得割軽減 元被扶養者均等割軽減
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産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
　
　

　
　
　
　
　
届
出
な
ど
が
必
要
で
す

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

農
業
資
金
相
談
会
の
開
催

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

　
平
成
29
年
度
保
険
料
額
の
通
知
は
、７
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、住
民
福
祉
課
ま
た
は
、和
歌
山
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
℡
０
７
３
|
４
２
８

|
６
６
８
８
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、森

林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届
出
な
ど
が
必
要
で
す
。無

届
け
、無
許
可
に
よ
る
伐
採
を
し
た
場
合
、罰
金
に

処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、１
ha（
１
０
０
０
０
㎡
）を
超
え
る
森
林
の

開
発
行
為
を
行
う
場
合
は
、県
へ
の
許
可
申
請（
林

地
開
発
許
可
申
請
）が
必
要
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

届
出
な
ど
の
時
期

■
普
通
林
の
場
合

○
伐
採
す
る
90
〜
30
日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要

■
保
安
林
の
場
合

○
皆
伐
は
、伐
採
面
積
の
限
度
公
表
日
か
ら
30
日
以

内
に
県
への
許
可
申
請
が
必
要

○
天
然
林
の
択
伐
は
、伐
採
す
る
30
日
以
内
に
県
へ

の
許
可
申
請
が
必
要

○
間
伐
ま
た
は
人
工
林
の
択
伐
は
、伐
採
す
る
90
〜

20
日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要

【
無
届
伐
採
を
行
っ
た
場
合
の
罰
則
】

■
普
通
林
の
場
合

　
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
保
安
林
の
場
合

　
１
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個

別
相
談
方
式
で
行
い
ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
４
月
26
日（
水
）

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
順
次

◆
相
談
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

◆
申
込
み
先
　
　
産
業
課

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
締
切
　
４
月
21
日（
金
）

　
浄
化
槽
は
、微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
い
る
た

め
、適
正
な
維
持
管
理
を
行
わ
な
い
と
機
能
が
低
下

し
、水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
た
め
浄
化
槽
管
理
者
は
、保
守
点
検
、清

掃
、法
定
検
査
の
維
持
管
理
を
行
う
よ
う
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。浄
化
槽
の
正
し
い
維
持
管

理
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※

下
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

浄化槽の維持管理

維持管理の種類

保守点検

清　　掃

７条検査

１１条検査

説　　　明 合併処理浄化槽
実施回数

単独処理浄化槽

法定
検査

浄化槽の稼働状況を調べて、機器の点検・
調整・消毒薬の補充等を行ないます。

概ね４ヶ月に１回
以上

１年に１回以上

設置後３～５か月
の間に１回

１年に１回

浄化槽内で発生した汚泥等の引き抜きや
洗浄を行ないます。

浄化槽の設置工事が適正に行われ、浄化槽
が正常に働いているかどうかを検査します。

保守点検や清掃が適正に行われ、機能が十
分に発揮されているかどうかを検査します。

４ヶ月に１回以上
（全ばっ気方式は３か月
に１回以上）
１年に１回以上
（全ばっ気方式は６か月
に１回以上）

（平成13年から新設禁止）

１年に１回
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産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所
か
ら

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所
か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

生
活
に
お
困
り
の
方
の

　
　
　
　
　
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

自
衛
隊
の
幹
部
と
し
て

　
　
　
　
　
活
躍
し
ま
せ
ん
か

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止
で
す

　
愛
玩
飼
養
目
的
で
の
捕
獲
が
認
め
ら
れ
て
い
た
メ

ジ
ロ
は
、現
在
、原
則
捕
獲
禁
止
と
な
って
い
ま
す
。

　
す
で
に
飼
養
登
録
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す
。な
お
、野
外
で
野
鳥

を
観
察
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
は
、捕
獲
が
許
可
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
捕
獲
許
可
　
西
牟
婁
振
興
局
　
衛
生
環
境
課

　
　
　
　
　
　（
℡
26
|
７
９
３
４
）

●
飼
養
登
録
　
役
場
　
産
業
課

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ
と
」な
ど
困
り
ご
と
で

お
悩
み
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
支
援
相
談
員
が
生
活
の
安
定
や
就
労
に
向
け
た

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。（
相
談
は
無
料
）

・
日
時
　
毎
月
第
４
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
場
所
　
み
な
べ
町
役
場

＊
な
お
、実
施
予
定
日
が
祝
日
の
場
合
は
、お
休
み
と

な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所（
℡
０

７
３
８
|
２
３
|
０
０
２
０
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
　

区　分 応募資格 受付締切日

新学期が始まります
地域ぐるみで子どもを守りましょう！

　４月に入ると、新しい学校に入学し、慣れない通学を始める子ども
達もいます。
　子ども達への見守り、目配り、心配りへのご協力をお願いします。
　犯罪者は、人目につかない場所や隠れやすい場所を選びます。
　伸び放題になった茂みなどはありませんか？草刈りや樹木の剪定
等を行って、見通しを良くし、犯罪のおこりにくいまちづくりを推進し
ましょう。
　また、いざという時に逃げ込める「交番」や「きしゅう君の家」の場所
を確認しておきましょう。

自衛隊幹部候補生
（一般・大卒程度試験）

自衛隊幹部候補生
（一般・院卒者試験）

自衛隊幹部候補生
（歯科）

自衛隊幹部候補生
（薬剤科）

22歳以上
26歳未満の者

20歳以上
28歳未満の者

専門大卒20歳以上
30歳未満の者

平成29年５月５日
（締切日必着）

専門大卒20歳以上
28歳未満の者

医科・歯科幹部自衛官 医師、歯科医師の
免許取得者

平成29年４月21日
（締切日必着）
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乳幼児健診　（場所　ふれ愛センター）
受付時間１２：４５～１３：１５

４・10か月児健診
（平成28年6月・12月生まれ） 4月18日（火）

健　診　名 実　施　日

センター
だより
センター
だより

（健康長寿課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

ミニドック健診を受けましょう

健康相談のお知らせ　４月はじめ頃に対象者へ案内状を送りますので、ぜひ
申し込んでください。
　80才以上の方には案内状は送付しませんが、受診を
希望される方は、ふれ愛センターへ申し込んでください。
※子宮頸がん・乳房検診は、昨年度対象で受診できな
かった方は、今年受診できますので、ふれ愛センターま
でお問い合わせください。

　管理栄養士・保健師・看護師による健康相談を
行います。
　血圧測定や肥満度判定付血管年齢測定システ
ム（メタボリ先生）による測定も行います。生活習慣
病の予防や食事について等、お気軽にご相談くだ
さい。

歯周病検診を受けましょう

トレーニング教室　

献血にご協力をお願いします

マタニティー＆ベビーサロン

9：00～10：30　紀州農協アグリセンターみなべ様前
12：00～13：30　ミナベ化工様前
14：30～16：30　Aコープみなべ店様前駐車場

4月２6日（水）

　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本
人であることを証明できるもの（運転免許証など）を
ご持参ください。

◆日時
◆場所

4月20日（木）13：30～15：00
Aコープみなべ

◆日時
◆場所
◆対象
◆内容

4月27日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
マタニティのお母さん同士の仲間づくりの場
です。ベビーのママもどうぞ。

◆対 象 者

◆内　　容

◆費　　用
◆実施期間

集団検診は全て無料です！！

平成29年度に
40・50・60・70歳になられる方
県内の歯周病疾患検診実施
医療機関での歯周病検診
無料
平成29年度中

　
　4月中に対象者へ案内状や受診券をお送りします。

　講師　運動指導士　中図弥生さん（東吉田）
　どなたでもご参加ください。参加費は無料です。

場所  はあと館（社会福祉センター）
　４月７日・14日・21日・28日の金曜日
　18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
　20：00～21：00　健康リズム体操　音楽に合わせて行う
　　　　　　　 楽しい体操です。　
　　　　　　　

国 保 特 定 健 診
Ｃ型 肝 炎 検 査
前立腺がん検査
胃レントゲン検査
胸レントゲン検査
大 腸 便 検 査
子宮頸がん検診
乳 房 検 診

35才～75才／国民健康保険に加入の方
40才～／今までに検査を受けた事のない方

20才～／偶数年齢の方（※）
36才～／偶数年齢の方（※）

40才～／国民健康保険以外の医療保険に
加入している方も受診できます、（但し、加入
している医療保険者が、がん検診を実施して
いる場合、本人はそこで受診してください。

健診名 対象年齢／受診要件

4月のおひさま広場は、全園お休みです
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町の母子保健推進員をご紹介します
　妊婦さん、それから育児中のお母さん、妊娠中で不安なことや子育てで悩ん
でいることはないでしょうか。
　町の母子保健推進員は、そんな皆さんの悩みに、自らの妊娠や子育て経験を
通じて助言してくれる、頼もしくて、あったかい相談役です。
　どうぞ、身近な推進員に遠慮なく何でもご相談ください。
　赤ちゃんが生まれた時や２歳６か月児、３歳６か月児健診の前に、お宅を訪問
しています。推進員のみなさんは下表の方々です。

母子保健推進員名簿 （敬称略）

　「心」と「体」を開放しながら楽しく運動しませんか。
　４月18日～５月30日の間で、７回開催します。（毎週火曜日）
●開催日　４月18日・25日
　　　　　５月２日・９日・16日・23日・30日
●受　付　午後７時～
●教　室　午後７時30分～９時　
●場　所　ふれ愛センター
●持ってくる物　タオル、運動靴（上履き）、飲み物
＊運動しやすい服装でお越しください。
　申し込みは不要で、どなたでも参加できます。参加費無料！
　くわしくは、ふれ愛センター保健師まで（℡７４－３３３７）

　日本人女性の12人に１人が乳がんにかかると言
われていますが、早期に発見できれば約90％が治る
病気です。
　ピンクリボン運動は、乳がんの早期発見の大切さ
を伝え、検診を受けるきっかけを作るための活動で
す。
　ピンクリボンの着用を希望される方は、ふれ愛セン
ターへお問い合わせください。

楽しいストレッチ教室のご案内 乳がん検診を受けましょう

お名前 住　所 担当地区 お名前 住　所 担当地区
岩 本
萩 野
尾 﨑
野 上
井 川
片 井
大 川
髙 井
玉 置
形 部
大 﨑
榎 本
桂 　
西 山

悦 子
和 美
和 美
智 子
良 美
久仁子
美由紀
弘 子
由倫子
雅 代
智 美
尚 子
由 美
惠美子

松 本
森 山
細 川
西 本
東
榎 本
小 山
畦 地
楠 谷
前 田
畑 谷
中 家
山 﨑

美知子
和 美
教 代
一 実
栄 子
真由美
京 子
惠 子
あけみ
惠 理
祥 子
和 代
美 記

堺

埴 田

片 町
北 道
山 内
芝 崎

東吉田

山 内
東岩代
西岩代
谷 口
筋

徳 蔵

晩 稲

熊 岡

東本庄

西本庄
熊瀬川
高 野
島之瀬
滝

軽井川
名之内

徳　蔵

晩　稲

熊　岡

東本庄

西本庄
熊瀬川

高野、土井、市井川
東神野川、島之瀬
滝、広野

軽井川、木ノ川
大川、名之内

堺

埴　田

片町・芝
新町・北道

南道・気佐藤・新庄
芝　崎

東吉田

山　内
東岩代
西岩代
谷　口
筋

４月１日～10日は
ピンクリボン着用習慣です
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上南部分館　おはなしの会
4月12日（水）午後３時から

　入学・入社の季節です。手作りの入学用品、電話や応対の
心得、一人暮らしの料理や防犯などの本を紹介します。夢が
ふくらむ新しい生活のスタートにお役立て下さい。

新生活1階

　日差しが日増しにあたたかくなり、色とりどりの花が咲きほこる
春がやってきました。新しい生活も始まりますね。この季節なら
ではの本をご紹介します。

春がきた2階

ゆめよみ館・4月のカレンダー

4月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通
信

　薬膳では旬の野菜を食べ、その特性や効能を生かして
体調を整えます。この“食養生”の考えを取り入れた、身近
な野菜を使った作りおき料理を、それぞれの野菜の効能解
説とともに紹介します。からだに効いて、しかも美味しい料
理をあなたの体調管理にお役立て下さい。

　ハ
ド
ソ
ン・タ
ル
ボ
ッ
ト

　作・絵

　（岩
崎
書
店
）

オ
オ
カ
ミ
か
ら
犬
へ
！

作りおき薬膳
　　　　　　　　　　　武  鈴子　監修（家の光協会）

そのほかこちらも・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

今月のオススメ

○毎月、大人向け約150冊、
　子ども向け約80冊が入っています。
○町内の、どの図書館でも貸し借りできます。

　杉
原
厚
吉

　著

　（誠
文
堂
新
光
社
）

ス
ウ
ガ
ク
っ
て
、

な
ん
の
役
に
立
ち
ま
す
か
？

田
中
惣
次

　著

（
少
年
写
真
新
聞
社
）

本
当
は
す
ご
い
森
の
話

ゆめよみ館は祝日も開館しています

梅の里カメラクラブ写真展を開きました

　３月１０日（金）～２５日（土）に開
催した梅の里カメラクラブ写真展
では、みなさんの力のこもった作
品を大勢の方にご覧いただきまし
た。

　１４名の方が受講され、わらべう
たと絵本について楽しく学びまし
た。
　すぐにでも実践にいかせる内
容だったと大好評でした。

　図書館や保育所などで子どもたちに絵本を読んだり、植木
の手入れや玄関の飾りつけ、本の修理など、趣味や特技をい
かして図書館を盛り立ててくださる方を募集します。興味のあ
る方は、お気軽におたずねください。

ボランティア養成講座を開きました

図書館ではボランティアを募集します

１日（土）

３日（月）
８日（土）
10日（月）
13日（木）

15日（土）
17日（月）
22日（土）

24日（月）
27日（木）

28日（金）
29日（土）
５月1日（月）

わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）
～９日（日）おすすめの本
の展示
休館
おはなし会（14:00～）
休館
ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）
（10:30～）
おはなし会（14:00～）
休館
ビデオ上映会（10:30～）
おはなし会（14:00～）
休館
ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）
（10:30～）
休館（館内整理日）
おはなし会（14:00～）
休館
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お問い合わせ先　　公益社団法人　紀の国被害者支援センター（℡073-427-1000）

■日　　時
　　
■場　　所
■対 象 者

平成29年５月13日（土）相談時間　10時～16時（できるだけ事前にご予約ください。）
　　　　　　　 　　電話相談　0739-23-3916（当日のみ）
田辺市民総合センター
犯罪や交通事故などに遭われた方やそのご家族
※相談は無料で、秘密は厳守されます。

被害者支援無料相談について
　紀の国被害者支援センターでは、弁護士・臨床心理士・センター相談員による被害者支援無料相談を下記に
より実施します。お気軽にご相談ください。

お問い合わせ先　南部支所（旧南部組合本所）（℡0739-22-0833）

加入の対象となるのは

和歌山県農業共済組合（ＮＯＳＡＩわかやま）

農業の保険に加入しませんか？
　農業者の皆さん ！ 農業の保険に加入していますか？ 突然の
台風や自然災害により農業者が不慮の事故にあって受ける損
害を補償するのが農業共済です。
　水稲だけでなく、果樹や園芸施設も共済の加入対象ですので
未加入の方は是非ご検討下さい。

　４月10日（月）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

★子供と高齢者の交通事故防止（事故にあわない、おこさない）
★歩行中、自転車乗用中の交通事故防止（自転車については、特に自転車安全利用
　五則の周知徹底）
★後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
★飲酒運転の根絶

　平成29年４月３日、県下３組合（北部・中部・南部）が合併して発足します。　

春の全国交通安全運動
運動期間　４月６日（木）～15日（土）

《運動の重点》

お知らせいろいろ

◎園芸施設共済…特定園芸施設（農作物を栽培するための施設）、附帯施設（施設内で農作物の栽培の用に
　供されるもの）、撤去費用（被害を受けた施設本体の撤去に要した費用）、復旧費用（被害を受けた施設を再
　建するための費用）です。
◎果樹共済…うんしゅうみかん、指定かんきつ（はっさく、ぽんかん、清見、不知火）、うめ、すももです。
★果樹共済は加入申込期間が、毎年６月30日までとなっています。

『抱っこより　深い愛情　チャイルドシート』　平成28年度交通安全年間スローガン作品






